
４年 算数 

「□を使った式」 
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数の関係を正確に読み取らせる 

問題の文章を読み，数をテープ図

にかき表させましょう。数の大きさ

とテープの長さに注意して表現させ

ましょう。そして，テープを合わせ

るのか，並べて比べるのかを考えさ

せ，関係をとらえさせましょう。 

 

数の大きさや関係をテープ図に表現さ

せる。 

かごの重さは 350ℊです。み

かんの重さは 490ℊです。ど

ちらがみかんの重さを表す

テープ図でしょうか。 

Ａのテープ図です。なぜな

ら，全体の重さは，みかん

の重さとかごの重さを合

わせた重さだからです。 

Ｂはみかんとか

ごの重さのちが

いを表している

テープ図だか

ら，ちがうね。 

  ア 

みかんの方が重いから，

みかんの方が長くなりま

す。だから，アのテープ

図です。 

全体の重さを表しているテ

ープ図はどちらでしょう

か。 

全体の重さ 

かごの重さ 
350ℊ 

みかんの重さ 
490ℊ 

全体の重さ 

かごの重さ 
350ℊ 

みかんの重さ 
490ℊ 

  イ 

下学年において，おはじきやブロックを操作する活動を行

い，数の大きさや関係をとらえさせましょう。また，おはじ

きの図などとテープ図を比べさせて，テープ図のよさに気づ

かせましょう。 

 

下学年とのつながり 
１年 ・たし算とひき算のお話作り 

・絵やブロックを使っての課題解決 
２年 ・いろいろな図とテープ図の比較 
   ・たし算、ひき算のテープ図の比較 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図と言葉を対応させてとらえさせる 

 図を見て，言葉の式を考えさせまし

ょう。言葉の式ができたら，その根拠

をテープ図に示したり，操作したりし

て説明させましょう。 

論理的思考力を育てる 

図を見て、言葉の式を作らせて、数

の関係をとらえさせる。 

図や言葉の式をもちいて、過程を筋

道立てて説明させる。 

課題解決の過程で何をどのように

用いて考えたのかを，「まず」「次に」

「最後に」「だから」などの接続語を

使い，順序よく説明させましょう。根

拠として，図や言葉の式を活用させま

しょう。 
順序よく説明させることで，思考が

整理され，論理的思考力が育ちます。 

全体の重さ 

りんごの重さ おさらの 
重さ 

りんごの重さとおさらの重さを合

わせると全体の重さになる。だか

ら，「りんごの重さ＋おさらの重さ

＝全体の重さ」と，表せるね。 

全体の重さからりんごの重さをひく

と，おさらの重さだけになります。だ

から，「全体の重さ－りんごの重さ＝お

さらの重さ」と，表せるね。 
 

おさらの重さを□として，考えます。 
まず，式を作ります。「りんごの重さ＋お

さらの重さ＝全体の重さ」なので，450＋
□＝740 となります。 
次に□を求めます。□＝740－450 です。 
だから，おさらの重さは 290ℊです。 

りんごの重さは 450ℊです。お

さらにのせて重さをはかった

らは 740ℊです。おさらの重さ

の求め方を説明しましょう。 

全体の重さを

言葉の式で表

しましょう。 

では，おさらの重さ

を表す言葉の式は

どのように表すこ

とができますか。 

全体の重さ 

おさらの重さ 
りんごの重さ 

テープ図で考え

ます。全体の重さ

からりんごの重

さをひくとおさ

らの重さが分か

ります。 

りんごの重さ 



４年 算数
「円の性質を使って」

対角線を引けば調べられる

ぞ。図のようにアイウを通

る直線が直径で，中心はイ

ということが分かったぞ。

。円がかけそうだ

円の構成要素に着目させ，円がかけるようにする

円を調べる活動を十分に行わせる。 円の中心を調べる活動を取り入

れる。円の中心を見付ける方法を

問い，紙を折ったり，長さを調べ

たりするなど，円を調べる活動を

たくさんさせましょう。

円を調べる活動から，１つの円に

は直径は数限りなくあること，長

さが等しいこと，円の周りから周

りまで引いた直線の中で，一番長

い直線であることを確実に理解さ

せましょう。

下の円と同じ大きさ

の円をかきましょう

低学年では，具体物を用いた

活動などを通して，図形につい

ての基礎となる「重ねる 「比」

べる 「敷き詰める」などの経」

験を重ね，図形についての感覚

を豊かにしましょう。

ｳ

ｲ

ｱ

円の中心はどうやって

見つけたらいいのかな。

下学年とのつながり

１年 ・立体の形や面の特徴から図形の分類

・色板や棒，点を使て形の構成調べ

２年 ・箱の形の構成調べ



５×３＝１５。

だから，１５センチメー

トルです。

どうして５×３になる

のですか。×３になる

理由や５の意味が説明

されるともっと分かり

やすくなるよ。

文字をぴったり貼る場合は，

そのままかけ算をすればで

きるけれど，間にすき間が

あるときにはよく考えない

とダメだね。さとしさんの

ように 「もし○○だったら，

というように考えることは

とても大切なことですね。

もし，すき間を１㎝あけたら，

余るね。もし，すき間を２㎝あ

けようとすると，文字と文字の

間が４つあるから２×４＝８

で，台紙の長さを８㎝増やさな

ければならないぞ。

立式の意味や理由を表現させる

数学的な考え方を使って説明させる

モデル文を示し，同じようにかかせ

る。

子どもにとって身近な問題に取り組

ませ，思考を発展させる。

「円の直径 「３個分」など，キ」

ーワードとなる言葉をしっかり使

って説明させましょう。

課題を工夫し 「もし，こうなっ，

たら 「たとえば」という考えを引」

き出しましょう。

長方形の紙に円を三つ

並べたときの長方形の

横の長さの求め方を説

明しましょう。

６年生にメッセージ

カードを作ります。

「 」円の紙に おめでとう

という文字を書いて台

紙に貼ります。

ほら，こんなふうに分かりやすく書

いていた人がいたよ。同じように書

けるかな。

あれ，ぴったりはれ

ないぞ。８ｃｍも余

ってしまう。どうや

って貼ればいいのか

な。
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